
治水に関する目標と具体的内容
（直轄管理区間）

資料－３

平成２０年１０月１４日
国土交通省 東北地方整備局

Ⅰ．治水上の課題
Ⅱ．整備目標の基本的考え方
Ⅲ．治水対策の具体的内容

河川法第16条の二により、河川整備基本方針に沿って計画的に河川の
整備を実施すべき区間について、河川に関する学識経験を有する者、
関係住民、県知事等の意見を聴き、河川管理者が河川整備計画を定める



１.甚大な被害をもたらす氾濫形態

Ⅰ.治水上の課題

●仙台空港

仙台市 太白区

仙台市 若林区

仙台市 宮城野区

名取市

名取川

広瀬川

仙台市 青葉区

1

凡 例

0.5ｍ未満の区域
0.5～1.0ｍ未満の区域
1.0～2.0ｍ未満の区域
2.0～5.0ｍ未満の区域
5.0ｍ以上の区域
想定氾濫区域外縁
市・区役所
市界
直轄管理区間
市街化区域

下流部は拡散型の氾濫形態で、仙
台市街地等が隣接し主要交通網が
集中しているため、堤防が決壊し
た場合の被害が甚大となる。

下流部は拡散型の氾濫形態で、仙
台市街地等が隣接し主要交通網が
集中しているため、堤防が決壊し
た場合の被害が甚大となる。



２.残されている堤防整備

Ⅰ.治水上の課題

■堤防の整備率（直轄管理区間）

完成堤
100%

【広瀬川】
堤防必要延長6.5km

■基本方針計画高水流量に対する流下能力達成率

完成堤
83%

暫定堤
14%

無堤
3%

【名取川】
堤防必要延長23.5km

仙台市藤塚地区

計画堤防法線

名取川

井土浦
完成堤

完成堤

2

広瀬川は全川で必要な堤防断面は確保されている
が、名取川は14%が暫定堤、一部無堤区間が残存
しており、早急な堤防整備が必要。

広瀬川は全川で必要な堤防断面は確保されている
が、名取川は14%が暫定堤、一部無堤区間が残存
しており、早急な堤防整備が必要。

名取川の流下能力達成率は70～90%程度であり、
広瀬川も堤防の整備は進んでいるが、計画高水流
量に対して流下能力が不足している。

名取川の流下能力達成率は70～90%程度であり、
広瀬川も堤防の整備は進んでいるが、計画高水流
量に対して流下能力が不足している。

【名取川】
無堤部の解消と堤防の拡築による必要な堤防断面の確保が必要。
また、河道掘削による洪水流下断面の確保が必要。

【広瀬川】
河道掘削による洪水流下断面の確保が必要。

【名取川】
無堤部の解消と堤防の拡築による必要な堤防断面の確保が必要。
また、河道掘削による洪水流下断面の確保が必要。

【広瀬川】
河道掘削による洪水流下断面の確保が必要。
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名取川下流部 名取川上流部 広瀬川
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下
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／
計

画
高
水
流
量
）

河道掘削必要量

堤防完成時評価

現況堤防評価

名取川下流部 名取川上流部 広瀬川

河口部
～広瀬川合流点

広瀬川合流点
～名取川頭首工付近

合流点
～広瀬橋付近

基本方針
計画高水流量

現況流下能力

現況流下能力
現況流下能力

※

※基本方針計画高水流量に対する、
現況流下能力の達成割合
（区間平均値）



３.内水被害の顕在化

Ⅰ.治水上の課題

名取川下流左岸部

3

太 平 洋

昭和61年8月洪水(浸水面積 約51km2)

平成 6年9月洪水(浸水面積 約23km2)

平成14年7月洪水(浸水面積 約4km2)

下流部の低平地は内水被害の常襲地帯であり、近年でも昭
和61年8月、平成6年9月、平成14年7月と内水氾濫により大
きな被害が発生している。

下流部の低平地は内水被害の常襲地帯であり、近年でも昭
和61年8月、平成6年9月、平成14年7月と内水氾濫により大
きな被害が発生している。

平成14年7月洪水時の浸水状況平成14年7月洪水時の浸水状況

昭和61年8月洪水時の浸水状況昭和61年8月洪水時の浸水状況

名取川下流部



１.名取川水系河川整備計画（河川法第１６条の二）における治水の目標

Ⅱ.整備目標の基本的考え方

■今回定める河川整備計画の対象期間は、今後概ね30年間

戦後の最大洪水である昭和25年8月洪水と同規模の洪
水※が発生した場合にも、堤防の決壊等による浸水被
害を防止し、仙台市および名取市の大規模資産集積地
を守る。

戦後の最大洪水である昭和25年8月洪水と同規模の洪
水※が発生した場合にも、堤防の決壊等による浸水被
害を防止し、仙台市および名取市の大規模資産集積地
を守る。

治水対策の目標流量
名取川 名取橋地点：3,400m3/s
広瀬川 広瀬橋地点：3,100m3/s
（洪水調節施設が無いと想定）

治水対策の目標流量
名取川 名取橋地点：3,400m3/s
広瀬川 広瀬橋地点：3,100m3/s
（洪水調節施設が無いと想定）

■名取川水系における治水の目標
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名取川名取川橋地点の年最大流量（氾濫戻し・ダムなし推定）

基本高水流量 4,700m3/s

戦後最大の洪水 3,400m3/s(S25.8)

戦後最大の降雨362.2mm(S25.8)

名取川名取川橋地点上流域の実績平均2日雨量
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広瀬川広瀬川橋地点上流域の実績平均2日雨量

戦後最大の降雨377.4mm(S25.8)

広瀬川広瀬川橋地点の年最大流量（氾濫戻し・ダムなし推定）

基本高水流量 4,000m3/s

戦後最大の洪水 3,100m3/s(S25.8)

4

※戦後最大洪水である昭和25年8月洪水と同規模の洪水：概ね70年に1回の洪水規模に相当



２.名取川水系河川整備計画（河川法第１６条の二）における治水対策

Ⅱ.整備目標の基本的考え方

■現況河道及び現況施設でS25.8洪水と同規模の洪水が発生した場合の被害状況

■
名
取
橋

広瀬橋■

●
袋
原

：S25.8現況浸水想定範囲

●
河
口

5

床上浸水 約6,000世帯

床下浸水 約9.200世帯

浸水面積 約4,300ha

現況河道及び現況施設で想定

される被害の状況※2

2,400m3/s※1（2,200m3/s）広瀬橋( )は現在の流下能力

2,700m3/s※1（2,500m3/s）名取橋S25.8洪水規模流量

377mm広瀬橋上流2日雨量（実績）

362mm名取橋上流流域平均

昭和25年8月洪水

（戦後最大洪水）
対象洪水

※1 既設洪水調節施設考慮、氾濫戻しの流量
※2 S25.8洪水と同規模洪水による浸水の状況を氾濫シミュレーションにより作成。氾濫シミュ

レーションは水位が危険水位に達したときに堤防が決壊すると仮定し、支派川の氾濫、内
水による氾濫は考慮していない。

～想定される被害の内容～

【目標】浸水被害を解消し、床上浸水等の重大な家屋被害を防止する。【目標】浸水被害を解消し、床上浸水等の重大な家屋被害を防止する。 S25.8洪水 広瀬川評定河原橋流出

S25.8洪水 広瀬川堰場付近



２.名取川水系河川整備計画（河川法第１６条の二）における治水対策

Ⅱ.整備目標の基本的考え方 6

■名取川水系への内水排除

流域の内水排除を可能とする本川河道の整備を行う。流域の内水排除を可能とする本川河道の整備を行う。

七北田川

貞山運河

名取川

築堤法線（国） 南閘門改築（宮城県）

今泉排水機
（仙台市下水道）

P

藤塚排水機
（仙台市農政）

二郷堀排水機
（仙台市農政）

大堀排水機
（仙台市農政）

高砂南部排水機
（仙台市農政）

仙台東部地区流域界
（流域面積 約59.0km2）

今泉排水区
排水区域

鶴巻排水区
排水区域

名取川右岸地区流域界
（流域面積 約31.2km2）

庄松排水機
（仙台市下水道）

落合排水機
（仙台市下水道）

広瀬川

名取川

鶴巻排水機
（仙台市下水道）

P
P

P

P

P P P

五ツ谷排水機
（仙台市下水道）

P

東郡山雨水排水機
（仙台市下水道）

P

郡山排水機
（仙台市下水道）

P

長町第一排水機
（仙台市下水道）

P



２.名取川水系河川整備計画（河川法第１６条の二）における治水対策

Ⅱ.整備目標の基本的考え方

ダムや遊水地により水位低下を図る。
ただし、ダム・遊水地の適地に限界が
ある。

掘削により水位低下を図る。
ただし、堤防の保護等の問題から掘削
には限界がある。

①築堤＋河道掘削、②洪水調節施設＋築堤＋河道掘削を総合的に比較検討し、河川整備計画
における治水対策の目標流量を計画高水位以下で流下させるための治水対策を決定する

河
川
整
備
基
本
方
針
で

決
定
し
た
改
修
の
内
容

河
川
整
備
計
画
で
考
え

ら
れ
る
改
修
の
内
容

①築堤＋河道掘削による対応

②洪水調節施設＋築堤＋河道掘削による対応

※無堤部や高さ・断面不足区間においては築堤（拡築）を実施

「河道掘削」による水位の低下

「ダム・遊水地の洪水調節効果」による水位の低下

7

河道掘削により目標流量を計画高水位
以下で流下させる

ダム・遊水地等の洪水調節施設と河道
掘削を組み合わせて目標流量を計画高
水位以下で流下させる。



２.名取川水系河川整備計画（河川法第１６条の二）における治水対策

Ⅱ.整備目標の基本的考え方

案①：築堤＋河道掘削による対応
案②：洪水調節施設＋築堤＋河道掘削
による対応

目標流量に対する
河川整備の具体的方策

（既設洪水調節施設を考慮）

築堤＋河道掘削 築堤＋河道掘削
洪水調節施設

河道への配分
5,200m3/s（袋　原）

2,700m3/s（名取橋）

5,000m3/s（袋　原）

2,700m3/s（名取橋）

新規洪水調節施設による調節効果
[ ]は既設洪水調節施設による調節効果

0m3/s [800m3/s]（袋　原）

0m3/s [700m3/s]（名取橋）

200m3/s [800m3/s]（袋　原）

　0m3/s [700m3/s]（名取橋）

案①：河道掘削による対応 案②：洪水調節施設による対応

目標流量に対する
河川整備の具体的方策

（既設洪水調節施設を考慮）
河道掘削 洪水調節施設

河道への配分 2,400m3/s（広瀬橋） 2,200m3/s（広瀬橋）

新規洪水調節施設による調節効果
[ ]は既設洪水調節施設による調節効果 0m3/s [700m3/s]（広瀬橋） 200m3/s [700m3/s]（広瀬橋）

整備目標上の評価
河川整備基本方針で示された配分流量
の範囲内であり、対応可能。

河川整備基本方針で示された配分流量
の範囲内であり、対応可能。

効果発現時期等

概略の試算結果では、整備計画期間内
（概ね30年間）に目標達成が可能。

概略の試算結果では、整備計画期間内
（概ね30年間）に目標達成が可能であ
るが、洪水調節適地調査が十分でない
ため、整備計画期間内に目標達成でき
るか不透明。

概算事業費
〔名取川＋広瀬川〕（参考）

約70億円
（①案が最適）

約400億円

名
取
川

広
瀬
川

評
　
価

■治水対策目標流量（名取橋3,400m3/s、広瀬橋3,100m3/s、袋原6,000m3/s）に対する具体的方策

8

治水対策目標流量に対する河川整備としては、河道掘削および築堤による対応案が、新規洪水調節施
設による対応案に比べて整備計画期間内（概ね30年間）に目標達成が可能であると評価。

治水対策目標流量に対する河川整備としては、河道掘削および築堤による対応案が、新規洪水調節施
設による対応案に比べて整備計画期間内（概ね30年間）に目標達成が可能であると評価。



２.名取川水系河川整備計画（河川法第１６条の二）における治水対策

Ⅱ.整備目標の基本的考え方

名取川河道配分流量（河川整備計画流量）配分図

名取川

広瀬川

太

平

洋

■広瀬橋

■
名
取
橋

●
袋
原

（3,100）
2,400

（3,400）
2,700

5,200

＜凡例＞

（ ）目標流量 単位：m3/s
河道配分流量 単位：m3/s
■：基準地点
●：主要地点

大倉ダム

釜房ダム

洪水調節施設

●
河
口

9



３.整備の概要

Ⅱ.整備目標の基本的考え方 10

【整備の概要】

目標を達成するため、今後概ね30年間で以下の対策を実施する

①治水安全度の向上を図る
・家屋の浸水被害を防止するため、無堤部や堤防の高さ・断面積が不足する区間で堤防を整備する。
・河道掘削により流下断面を拡大し、水位低下を図る。

②河川管理施設の安全性向上を図る
・堤防の浸透に対する安全性の詳細点検をもとに、対策が必要な箇所については、優先的に堤防の質
的強化を図る。

・河川管理施設の状況を的確に把握し、本来の機能を発揮できるよう維持修繕を実施する。

③内水被害に対する連携対応
・内水被害の恐れのある地域について、関係する自治体と連携し被害の軽減に努める。

④地震に対する対策
・30年以内に99％の確率で発生が予測されている宮城県沖地震等に備え、被災者の救援活動や物資の
輸送等に河川敷の利活用を図る。

・耐震の点検の実施、必要に応じて対策を実施する。

⑤危機管理体制の強化
・洪水や地震等の大規模災害に備え、緊急時の危機管理体制の強化に努める。
・光ファイバー網やCCTVを活用し、管理施設を集中監視するなど管理の高度化を図る。

【整備の概要】

目標を達成するため、今後概ね30年間で以下の対策を実施する

①治水安全度の向上を図る
・家屋の浸水被害を防止するため、無堤部や堤防の高さ・断面積が不足する区間で堤防を整備する。
・河道掘削により流下断面を拡大し、水位低下を図る。

②河川管理施設の安全性向上を図る
・堤防の浸透に対する安全性の詳細点検をもとに、対策が必要な箇所については、優先的に堤防の質

的強化を図る。
・河川管理施設の状況を的確に把握し、本来の機能を発揮できるよう維持修繕を実施する。

③内水被害に対する連携対応
・内水被害の恐れのある地域について、関係する自治体と連携し被害の軽減に努める。

④地震に対する対策
・30年以内に99％の確率で発生が予測されている宮城県沖地震等に備え、被災者の救援活動や物資の
輸送等に河川敷の利活用を図る。

・耐震の点検の実施、必要に応じて対策を実施する。

⑤危機管理体制の強化
・洪水や地震等の大規模災害に備え、緊急時の危機管理体制の強化に努める。
・光ファイバー網やCCTVを活用し、管理施設を集中監視するなど管理の高度化を図る。



２.名取川水系河川整備計画（河川法第１６条の二）における治水対策

Ⅱ.整備目標の基本的考え方 11



４.整備計画実施による浸水被害の軽減

Ⅱ.整備目標の基本的考え方 12

床上浸水 約6,000世帯

床下浸水 約9.200世帯

浸水面積 約4,300ha

現況河道及び現況施設で想定

される被害の状況

2,400m3/s（2,200m3/s）広瀬橋( )は現在の流下能力

2,700m3/s（2,500m3/s）名取橋S25.8洪水規模流量

377mm広瀬橋上流2日雨量（実績）

362mm名取橋上流流域平均

昭和25年8月洪水

（戦後最大洪水）
対象洪水

■
名
取
橋

広瀬橋■

●
袋
原

●
河
口

現 況現 況 整備計画改修後整備計画改修後

■
名
取
橋

広瀬橋■

●
袋
原

●
河
口

外水氾濫による

浸水被害の解消

外水氾濫による

浸水被害の解消



１.堤防整備により洪水氾濫を防止する（無堤部の解消）

Ⅲ.治水対策の具体的内容 13

【主な事業内容】
○堤防：約3,000m ○水門：１箇所
○排水機場：１箇所 ○樋門：４箇所

【主な事業内容】
○堤防：約3,000m ○水門：１箇所
○排水機場：１箇所 ○樋門：４箇所

◆藤塚地区（無堤部）



１.堤防整備により洪水氾濫を防止する（断面不足の解消）

Ⅲ.治水対策の具体的内容 14

名取川1.4k

計画高水位

現況河道

必要断面

【堤防断面不足 代表断面】

◆洪水に対する堤防の安全性を向上させるための量的整備を行う

名取川左岸1.0k～2.0k

名取川右岸1.0k～1.6k

名取川左岸3.4k

名取川左岸4.0k～4.4k

家屋の浸水被害を防止するため、堤防の断面積が不足する
区間で堤防を整備する。

家屋の浸水被害を防止するため、堤防の断面積が不足する
区間で堤防を整備する。

※位置や構造については、今後詳細設計を経て決定するもので最終的なものではありません。

：堤防量的整備箇所

堤防整備延長L=2.3km堤防整備延長L=2.3km

広瀬橋■

■
名
取
橋



２.堤防整備により洪水氾濫を防止する（堤防の質的整備）

Ⅲ.治水対策の具体的内容

◆浸透に対する堤防の安全性を向上させるための質的整備を行う

15

名取川左岸0.0k～5.4k

広瀬川左岸
1.8k～3.2k

広瀬川右岸0.0k～3.0k

名取川左岸8.8k～11.2k

名取川右岸
10.4k～11.6k

名取川右岸
6.0k～8.6k

名取川右岸2.4k～3.0k
：堤防質的整備箇所

広瀬橋■

■
名
取
橋

市街地等資産の集積する特定区間の堤防における破堤等重大災害は、市民生活のみならず、社会経
済的なダメージが甚大なため、対策が必要な箇所については、優先的に堤防の質的強化を図る。

市街地等資産の集積する特定区間の堤防における破堤等重大災害は、市民生活のみならず、社会経
済的なダメージが甚大なため、対策が必要な箇所については、優先的に堤防の質的強化を図る。

・パイピングによる浸透破壊に対する安全性が低い箇所は、
堤防の質的整備が必要。

・整備箇所の対策工法として、川面遮水等を実施する。

・パイピングによる浸透破壊に対する安全性が低い箇所は、
堤防の質的整備が必要。

・整備箇所の対策工法として、川面遮水等を実施する。 ※位置や構造については、今後詳細設計を経て
決定するもので最終的なものではありません。

名取川左岸7.0k～8.0k

堤防の質的整備対策工法堤防の質的整備対策工法

止水矢板

遮水

▽計画高水位

河川からの浸透

パイピング

×

×

× 堤体

粘性土層

透水層

不透水層

堤防質的整備概念図



３.洪水の水位を低下させ安全性の向上を図る（河道掘削）

Ⅲ.治水対策の具体的内容

◆河道掘削により流下断面を確保する

16

平水位以下の河床の保全に努め、
平常時の河川環境に配慮する。

計画高水位

名取川5.6k付近

平水位

整備計画河道

現況河道

河道掘削範囲の樹木群は伐採する

名取川1.8k付近

計画高水位

平水位

整備計画河道 現況河道

：河道掘削箇所

■
名
取
橋

広瀬橋■

河川整備計画において河道整備の目標とする流量を計画高水位以下で安全に流下させるために、河
道掘削により流下断面を確保する。

河川整備計画において河道整備の目標とする流量を計画高水位以下で安全に流下させるために、河
道掘削により流下断面を確保する。

※位置や構造については、今後詳細設計を経て決定するもので最終的なものではありません。



４.洪水の水位を低下させ安全性の向上を図る（樹木管理）

Ⅲ.治水対策の具体的内容

・流下阻害にならないよう適正に管理し、樹木群の環境面の
機能を考慮しつつ必要に応じて伐採を実施する

樹林地の密生化
外来種の侵入

・樹林地は拡大・密生化し、洪水時の水位上昇を引き起こす
・外来種の侵入により在来植物の割合が減少する

適切な管理を実施しなかった場合

幼木の成長
樹林地の拡大

適切な管理を実施

必要に応じて伐採
伐採後に外来種侵入がないよう配慮

樹林地拡大前に伐採

◆流下阻害となる樹木について、周辺環境に配慮しつつ伐採を実施するととも
に、樹木群を適正に維持・管理する

17

・現地調査及び水理解析により流下阻害となる
樹木群を抽出し、伐採・モニタリング等適切
な管理を行う。

・伐採に当たっては、特定種や鳥類の生息環境
等に配慮するとともに、学識者等の意見も踏
まえ実施する。

・伐採方法は極力皆伐を避け、周辺環境に配慮
した間伐を主体に行う。

・現地調査及び水理解析により流下阻害となる
樹木群を抽出し、伐採・モニタリング等適切
な管理を行う。

・伐採に当たっては、特定種や鳥類の生息環境
等に配慮するとともに、学識者等の意見も踏
まえ実施する。

・伐採方法は極力皆伐を避け、周辺環境に配慮
した間伐を主体に行う。

名取川

広瀬川

流下阻害と
なる樹木群

平成14年7月洪水時 広瀬川平成14年7月洪水時 広瀬川



５.内水被害の軽減を図る

Ⅲ.治水対策の具体的内容

◆内水被害の著しい箇所について、関係自治体と連携し、被害の軽減に努める

【国の役割】
築堤及び水門建設による
外水対策により外水・内
水被害の軽減を図る

【仙台市の役割】
ポンプ増設等により内水
被害の軽減を図る

【宮城県の役割】
南閘門改築による外水対
策により外水・内水被害
の軽減を図る

18

■藤塚地区河川改修事業の仙台東部地区内水被害に対する効果
○貞山堀水門により名取川から貞山運河への逆流を防止し、南閘門と連携操作することで、貞山
運河の水位上昇を抑制する。

○排水施設の排水規制時間短縮により、浸水被害が軽減される見込み。

築堤（国）

今泉ポンプ場今泉ポンプ場
（仙台市下水道）（仙台市下水道）

鶴巻ポンプ場鶴巻ポンプ場
（仙台市下水道）（仙台市下水道）

藤塚排水機場藤塚排水機場
（仙台市農政）（仙台市農政）

二郷堀排水機場二郷堀排水機場
（仙台市農政）（仙台市農政）

大堀排水機場大堀排水機場
（仙台市農政）（仙台市農政）

高砂南部排水機場高砂南部排水機場
（仙台市農政）（仙台市農政）

今泉ポンプ場
排水区域

鶴巻ポンプ場
排水区域

庄松ポンプ場庄松ポンプ場
（仙台市下水道）（仙台市下水道）

落合ポンプ場落合ポンプ場
（仙台市下水道）（仙台市下水道）

名取川

水門建設（国） 南閘門改築（宮城県）

七北田川

貞山運河

下水道計画（仙台市）

仙台東部地区流域界
（流域面積 約59km2）

P

P

P
P

P

名取川

井土浦

貞山運河
（新堀）

築堤
L=3,000m

水位

時刻

排水
規制
水位

排水規制
時間

現況

改修後

規制時間短縮

・内水対策については、名取川左岸では国と県と市が連携して仙台東部地区治水対策検討会を設立(平成11
年)し、治水安全度1/10を目標に計画を検討中

・内水対策については、名取川左岸では国と県と市が連携して仙台東部地区治水対策検討会を設立(平成11
年)し、治水安全度1/10を目標に計画を検討中

P P P

東郡山雨水排水機東郡山雨水排水機
（仙台市下水道）（仙台市下水道）

P

五ツ谷排水機五ツ谷排水機
（仙台市下水道）（仙台市下水道）

P

郡山排水機郡山排水機
（仙台市下水道）（仙台市下水道）

P

長町第一排水機長町第一排水機
（仙台市下水道）（仙台市下水道）

P



６.緊急河川敷道路の整備

Ⅲ.治水対策の具体的内容

◆大規模地震発生時の救援活動および物資輸送に活用する緊急河川敷道路を整備

19

Ｂルート
L=3.8km

名取川
広瀬川

仙台市太白区

仙台市若林区

長町IC

南部道路

国道4号バイパス

Ａルート
整備済み

Ｂルート
L=3.8km

Ｃルート
L=5.5km

震災時等は、道路網が寸断され、緊急物
資の輸送等に支障をきたすことが懸念さ
れることから、河川の高水敷を災害時の
緊急道路として利用することを目的とし
て、緊急河川敷道路の整備を実施する。

：緊急河川敷道路（未完成）
：緊急河川敷道路（完成堤）

■
名
取
橋

仙台東部道路

仙台南部道路

国道4号バイパス

今後30年間に99%の高い確率で発生すると予想される宮城県沖地震対策のため、被災者の救援活動、被
災地の復旧活動及び物資の輸送等に活用する緊急河川敷道路の整備を実施する。

今後30年間に99%の高い確率で発生すると予想される宮城県沖地震対策のため、被災者の救援活動、被
災地の復旧活動及び物資の輸送等に活用する緊急河川敷道路の整備を実施する。

Ａルート
整備済み
L=6.2km

Ｂルート
整備済み
L=0.8km

名取川緊急河川敷道路（Aルート）



７.老朽化施設対策

Ⅲ.治水対策の具体的内容

◆閖上水門の改築

20

河口部右岸に位置する閖上水門（昭和37年設置）は、完成後40年以上が経過しており、老朽化が進ん
でいるため、改築を行う。

河口部右岸に位置する閖上水門（昭和37年設置）は、完成後40年以上が経過しており、老朽化が進ん
でいるため、改築を行う。

閖上水門

名取川

貞山運河には船舶が
係留されており、平
常時には水門を航行
している。

■閖上水門の概要
○設置年月 ：昭和37年12月
○設置位置 ：名取川河口部右岸
○目的 ：洪水防御（外水遮断）
○構造寸法等：管体 高4.40m×幅5.00m×長10.00m 鉄筋コンクリート造

門扉 高4.80m×幅5.20m 鋼製
○通常の状態：水門は開いた状態

門柱の破損 門柱と翼壁接合部の剥離

閖上水門全景

閖上水門老朽化状況閖上水門老朽化状況

門柱と翼壁の接合部の開き
（川表）

門柱と翼壁の接合部の開き
（川裏）



８.水害被害軽減のための危機管理体制の強化を図る

Ⅲ.治水対策の具体的内容 21

◆水防活動への支援強化

◆地震・津波対策

地元自治体と連携して重要水防箇所点検や合同巡視を行うなど、協力体制を強化して対応する地元自治体と連携して重要水防箇所点検や合同巡視を行うなど、協力体制を強化して対応する

地震により堤防の沈下、河川管理施設等が被災した場合においても浸水
による被害を防止軽減するために、必要な調査・検討を実施のうえ耐震
対策を実施する

地震により堤防の沈下、河川管理施設等が被災した場合においても浸水
による被害を防止軽減するために、必要な調査・検討を実施のうえ耐震
対策を実施する

予測震度分布図
＜宮城県沖地震（単独）＞

出典：「宮城県地震被害想定調査に
関する報告書」（H16.3）／ 宮城県
防災会議地震対策等専門部会

河口の特殊堤接合部の開口 特殊堤天端亀裂

閖上特殊堤 閖上特殊堤

昭和53年6月宮城県沖地震での被災状況昭和53年6月宮城県沖地震での被災状況

水防訓練の実施状況重要水防箇所の合同巡視定期的な河川巡視



９.河川情報の提供と自主防災意識の啓発を図る

Ⅲ.治水対策の具体的内容 22

◆わかりやすい避難情報の提供

市町村と連携し、洪水時の避難情報の発令基準を
明確にするとともに、TV局放送事業者との画像の
相互提供により、迅速かつ実感の伴う情報提供に
努める

市町村と連携し、洪水時の避難情報の発令基準を
明確にするとともに、TV局放送事業者との画像の
相互提供により、迅速かつ実感の伴う情報提供に
努める

◆自主防災意識の啓発

地域住民の自主防災意識向上に資する機会の提供
に努めるとともに、市町村が実効性のあるハザー
ドマップの見直し等を行うための支援を行う。

地域住民の自主防災意識向上に資する機会の提供
に努めるとともに、市町村が実効性のあるハザー
ドマップの見直し等を行うための支援を行う。

仙台市 洪水ハザードマップの例仙台市 洪水ハザードマップの例
河川のリアルタ
イム情報の提供

河川のリアルタ
イム情報の提供

ライブカメラ映像ライブカメラ映像

水位情報水位情報

出典：仙台市HP




